
憲
法
を
い
か
し
平
和
と
人
権
を
守
り

憲
法
を
い
か
し
平
和
と
人
権
を
守
り

地
方
自
治
を
発
展
さ
せ

地
方
自
治
を
発
展
さ
せ

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
ろ
う

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
ろ
う
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27
人
の
代
議
員
か
ら
活
発
な
討
論
で

運
動
方
針
を
よ
り
豊
か
に
深
め
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

生
活
改
善
に
つ
な
が
る

生
活
改
善
に
つ
な
が
る

賃
金
・
労
働
条
件
の
確
立
へ

賃
金
・
労
働
条
件
の
確
立
へ

　

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
４
月
遡
及

と
勤
勉
手
当
で
約
２
倍
引
き
上
げ
。
み

ん
な
の
大
き
な
成
果
」（
吹
田
関
連
）、

「
市
制
百
周
年
で
挑
戦
す
る
職
員
を
め

ざ
す
と
係
長
級
以
下
の
賃
金
引
き
下

げ
、
初
任
給
日
本
一
と
言
い
な
が
ら
10

年
で
現
行
水
準
よ
り
低
い
給
与
改
定
に

断
固
反
対
」（
和
泉
）、「
処
遇
改
善
を

勝
ち
取
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
や
病

休
が
有
給
に
」（
公
務
公
共
・
河
内
長

野
分
会
）、「
保
育
所
開
所
と
出
勤
時
間

が
同
じ
。
朝
の
準
備
に
30
分
早
い
出
勤

が
必
要
と
当
局
を
追
及
し
、
超
勤
未
払

い
３
年
分
の
支
給
、
就
業
時
間
区
分
を

新
設
さ
せ
た
」（
市
労
組
）、「
不
当
労

働
行
為
で
労
使
合
意
も
な
く
賃
金
カ
ッ

参
加
し
や
す
い
組
合
活
動
で

参
加
し
や
す
い
組
合
活
動
で

仲
間
を
増
や
そ
う

仲
間
を
増
や
そ
う

　

「
組
合
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
を
機
関

紙
に
。
身
近
な
人
か
ら
加
入
を
呼
び
か

け
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
っ
と
青
年
組
合
員

の
参
加
を
広
げ
た
い
」（
貝
塚
）、「
青

年
部
で
楽
し
い
こ
と
か
ら
始
め
て
い

る
。
青
年
会
議
や
近
ブ
ロ
青
年
部
で
も

呼
び
か
け
た
い
」（
青
年
会
議
・
枚

方
）、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
や
活

動
な
ど
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
な

ど
を
強
化
し
た
い
」（
婦
人
部
・
富
田

林
）、「
各
単
組
で
の
組
織
強
化
や
青
年

の
働
き
か
け
な
ど
具
体
的
な
事
例
で
議

論
で
き
る
場
が
ほ
し
い
」（
和
泉
）、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
に
手
紙
で
加
入

公
共
を
住
民
の
手
に

公
共
を
住
民
の
手
に

取
り
戻
す
運
動
を
広
げ
よ
う

取
り
戻
す
運
動
を
広
げ
よ
う

　

「
岸
和
田
市
民
病
院
の
独
法
化
に
反

対
し
、
充
実
さ
せ
る
会
を
結
成
し
て
市

民
共
同
の
運
動
を
す
す
め
る
」（
岸
和

田
）、「
水
道
企
業
団
移
行
案
を
宣
伝
で

市
民
に
知
ら
せ
、
議
会
で
否
決
。
学
童

指
導
員
３
人
が
組
合
に
加
入
し
、
受
諾

者
シ
ダ
ッ
ク
ス
と
も
良
き
労
使
関
係
で

懇
談
」（
東
大
阪
）、「
保
育
と
幼
稚
園

の
統
廃
合
で
３
つ
の
認
定
こ
ど
も
園
を

方
針
化
。
保
護
者
と
連
携
し
て
保
育
士

配
置
基
準
の
見
直
し
を
求
め
た
い
」

（
和
泉
）、「
学
校
統
廃
合
や
中
学
校
給

食
問
題
等
で
市
長
と
市
民
と
の
溝
が
深

ま
り
、
よ
っ
と
い
で
祭
へ
の
不
当
介
入

や
無
計
画
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、
自

治
研
活
動
を
強
化
し
て
た
た
か
う
」

（
吹
田
）、「
17
自
治
体
が
水
道
企
業
団

に
統
合
。
職
員
の
身
分
や
水
道
代
問
題

で
、
単
組
交
流
と
市
民
に
も
伝
え
た

い
」（
公
企
評
・
堺
）、「
大
阪
市
の
補

助
金
の
遅
延
で
一
時
金
や
賃
金
支
給
に

不
安
が
広
が
り
、
給
食
や
お
や
つ
へ
の

影
響
を
訴
え
て
改
善
。
増
え
続
け
る
待

機
児
童
に
大
阪
市
の
公
的
責
任
を
追
及

し
て
い
く
」（
大
阪
市
学
童
指
導
員
労

組
）、「
万
博
無
料
招
待
は
大
問
題
。
危

険
な
万
博
遠
足
を
保
護
者
と
住
民
共
同

で
中
止
を
求
め
た
い
」（
保
育
部
会
・

吹
田
）、「
新
庁
舎
計
画
を
進
め
る
維
新

市
長
に
対
し
、
自
民
党
市
議
ら
が
市
長

選
で
元
市
幹
部
職
員
を
擁
立
。
市
職
労

も
自
主
支
援
し
た
」（
羽
曳
野
）

メ
ン
ト
は
上
司
か
ら
部
下
、
正
規
か
ら

非
正
規
が
多
い
。
職
場
職
種
別
交
流
会

な
ど
政
策
面
で
の
深
い
議
論
を
」（
八

尾
）、「
産
育
休
代
替
は
や
っ
と
事
務
職

で
週
31
時
間
の
代
替
。
あ
き
ら
め
ず
必

要
な
正
規
で
の
人
員
増
を
」（
枚
方
）

不
当
な
権
利
侵
害
を
許
さ
ず

不
当
な
権
利
侵
害
を
許
さ
ず

住
民
と
共
に
は
ね
返
そ
う

住
民
と
共
に
は
ね
返
そ
う

　

「
勝
利
和
解
で
も
職
場
復
帰
は
で
き

ず
。
シ
ダ
ッ
ク
ス
と
の
懇
談
を
継
続
さ

せ
て
職
場
復
帰
を
め
ざ
す
」（
守
口
学

童
）、「
不
当
処
分
裁
判
で
組
合
活
動
へ

の
不
当
労
働
行
為
と
た
た
か
う
」（
門

真
）、「
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
一
方
的
な
採
用
拒
否

で
上
告
不
受
理
決
定
。
７
年
の
裁
判
闘

争
で
組
合
強
化
の
必
要
性
を
実
感
。
よ

り
よ
い
堺
の
学
童
へ
が
ん
ば
り
た
い
」

（
堺
学
童
）、「
市
役
所
移
転
と
大
型
開

発
反
対
で
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成

し
、
市
役
所
移
転
条
例
案
を
否
決
。
市

民
共
同
を
広
げ
て
い
き
た
い
」（
枚
方
）

ト
等
を
強
行
し
、
そ
の
実
損
分
の
回
復

を
求
め
て
上
乗
せ
分
を
勝
ち
取
り
、
り

ん
く
う
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
交
渉
で
前

進
回
答
を
引
き
出
し
た
」（
泉
佐
野
）

住
民
要
求
に
応
え
る
職
員
体
制
と

住
民
要
求
に
応
え
る
職
員
体
制
と

働
き
や
す
い
職
場
を

働
き
や
す
い
職
場
を

　

「
大
阪
の
児
童
虐
待
対
応
件
数
は
全

国
ト
ッ
プ
、
国
基
準
に
も
満
た
ず
専
門

職
が
不
足
。
性
暴
力
救
済
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
の
機
能
発
揮
を

公
的
責
任
で
」（
府
職
労
）、「
ハ
ラ
ス

を
呼
び
か
け
、
青
年
を
対
象
に
50
人
規

模
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い

る
」（
堺
）、「
若
い
組
合
員
か
ら
『
市

職
労
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
、
組
合
が
な

か
っ
た
ら
仕
事
を
辞
め
て
い
た
』
と
聞

い
た
。
初
め
て
交
渉
に
参
加
し
た
新
採

が
組
合
の
要
求
で
勝
ち
取
っ
た
こ
と
を

理
解
し
て
く
れ
た
」（
泉
大
津
）、「
組

合
を
結
成
し
て
、
会
社
の
対
応
も
変
わ

っ
て
き
た
。
時
給
１
５
０
０
円
を
め
ざ

し
組
合
員
を
増
や
し
た
い
」（
サ
イ
カ

パ
ー
キ
ン
グ
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
オ

ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
を
学
ん
で
活
動
。
月

１
回
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
集
会
を
開
催
し
、

空
調
運
転
時
間
と
女
性
用
ト
イ
レ
問
題

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。
40
人
の
若
手

交
流
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
６
割
の

若
い
人
が
参
加
し
た
」（
府
職
労
）、

「
維
新
市
政
の
も
と
で
保
育
士
の
採
用

を
勝
ち
取
り
、
久
し
ぶ
り
に
新
採
歓
迎

会
を
開
催
で
き
た
」（
高
石
）、「
書
記

の
し
ゃ
べ
り
場
で
交
流
。
組
合
運
動
を

一
緒
に
支
え
る
意
識
で
が
ん
ば
り
た

い
」（
書
記
部
会
・
枚
方
）

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
坂
田
俊
之
委
員

長
は
「
能
登
の
被
災
地
へ
の
派
遣
職
員

が
全
国
の
自
治
体
か
ら
３
６
０
人
、
府

内
自
治
体
か
ら
万
博
協
会
な
ど
へ
の
派

遣
職
員
は
３
５
１
人
で
あ
る
。
万
博
を

最
優
先
し
て
住
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し

が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
人
事
院
勧

告
で
は
中
高
年
は
わ
ず
か
１
％
台
の
引

き
上
げ
。『
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』
に
よ
る
『
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
へ
の
つ

く
り
か
え
』
も
地
域
手
当
の
引
き
下
げ

も
許
さ
ず
、『
だ
れ
も
が
希
望
と
意
欲

の
も
て
る
』
賃
金
制
度
を
実
現
さ
せ
よ

う
。
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
大
切
に
す

る
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
』
の
実
現
を
め

ざ
し
、『
戦
争
す
る
国
づ
く
り
』
に
き

っ
ぱ
り
反
対
し
よ
う
。
大
阪
自
治
労
連

の
結
成
か
ら
35
年
。
値
打
ち
を
大
い
に

発
揮
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
大
阪
自
治

労
連
へ
、
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
奮
闘

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

大会に寄せられた
メッセージ・祝電
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（順不同・敬称略）

開会あいさつ

結成35年　さらに魅力ある
大阪自治労連へ奮闘しよう

執行委員長　　坂田　俊之


